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最近の中国の大気汚染の状況 

 

 

１．2016 年の大気汚染状況 

2017 年 6 月に発表された 2016 年中国環境状況公報（環境白書）によれば、

2016 年全国 338 都市の大気環境基準達成状況は表 1 に整理したとおりであり、

前年同様に PM2.5の達成状況が最も悪く、28.1%（2015 年は 22.5%、以下同じ）

となっている。全体の総合評価では 24.9%（21.6%）の達成率であった。 

一方、2013 年から継続して測定している 74 都市の達成状況をみると、同様

に PM2.5の達成状況が最も悪く 18.9%（16.2%）であった（表 2 参照）。74 都市

の方が低いのは大都市や大気汚染対策重点地域等から構成されているためであ

る。 

なお、この 74 都市について 2013 年以降の達成率の変化をみると PM2.5 は

4.1→12.2→16.2→18.9%と年々改善されて来ている。 
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２．2017 年の大気汚染状況（速報） 

 2017 年のデータについては、環境保護部から速報でしか公表されていないが

（参考１の環境保護部発表資料参照）、全国 338 都市の PM2.5平均濃度は 6.5%、

PM10の平均濃度は 5.1%改善（下降）した（表 3 参照）。３つの重点地域のうち、

北京・天津・河北省地域及び長江デルタ地域の２つの重点地域でも PM2.5、PM10

の平均濃度はいずれも減少した。珠江デルタ地域では基準達成の範囲内で若干

増加した。 

 優良天気（日平均値の環境基準を達成した日）の割合は、2017 年 1 月から 2

月にかけて重度の大気汚染が継続した影響もあって全国的に前年より下がった

が、昨年 8 月に策定通知した北京・天津・河北省及び周辺地域の 2017 ～ 18 年

秋冬季大気汚染総合対策攻略行動計画の実施や、環境保護部が継続的に実施し

ている全国査察による対策効果と相まって、年平均濃度は前年より改善した。 

 特に北京市では優良天気の割合が6.9%上昇したほか、PM2.5平均濃度は20.5%、

PM10平均濃度は 5.6%低下し、2013 年に国務院が策定した大気汚染防止行動計

画の第１段階目標（2017 年までに北京市の PM2.5平均濃度を 60μg/m3程度まで

低下させる）を達成した。 
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表３ 2017 年大気汚染の状況（速報） 

 

 全国 338 都

市 

北京市 北京天津 

河北省地域 

長江デルタ

地域 

珠江デルタ

地域 

優良天気割合 

（前年比） 

78.0% 

（0.8%↓） 

62.1% 

（6.9%↑） 

56.0% 

（0.8%↓） 

74.8% 

（1.3%↓） 

84.5% 

（5.0%↓） 

PM2.5濃度 

（前年比） 

43μg/m3 

（6.5%↓） 

58μg/m3 

（20.5%↓） 

64μg/m3 

（9.9%↓） 

44μg/m3 

（4.3%↓） 

34μg/m3 

（32μg/m3） 

基準達成 

PM10濃度 

（前年比） 

75μg/m3 

（5.1%↓） 

84μg/m3 

（5.6%↓） 

113μg/m3 

（4.2%↓） 

71μg/m3 

（5.3%↓） 

53μg/m3 

（49μg/m3） 

基準達成 

出典：2018 年 1 月 18 日環境保護部プレスリリース（以下の参考参照） 

http://www.mep.gov.cn/gkml/hbb/qt/201801/t20180118_429903.htm 

 

（注）１．優良天気割合とは一年を通じて日平均値の環境基準を達成した日数の割合 

   ２．PM2,5の年平均環境基準値は 35μg/m3 

   ３．PM10 の年平均環境基準値は 70μg/m3 

 

 

 

３．大気汚染防止行動計画の第一段階目標を達成 

 2013 年 9 月に国務院により制定通知された大気汚染防止行動計画（大気十条）

では、2017 年までに達成すべき第一段階の目標として、 

「2017 年に、全国の地区級以上の都市の粒子状物質濃度を 2012 年比 10％以上

低減し、優良天気日数を年ごとに増やす。北京・天津・河北、長江デルタ、珠江

デルタなどの地域の微小粒子状物質濃度をそれぞれ 25％、20％、15％程度低減

し、そのうち北京市の微小粒子状物質の年間平均濃度については 60μg/㎥程度に

する。」 

が設定されていたが、環境保護部の資料によると、これらの目標はすべて達成さ

れた。（表４） 

今後は引き続き生態環境保護第 13 次 5 カ年計画で掲げた 2020 年目標（参考

２参照）の達成を目指すことになる。 

 

 

http://www.mep.gov.cn/gkml/hbb/qt/201801/t20180118_429903.htm
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表４ 大気汚染防止行動計画第一段階目標達成状況 

 

 全国 338 都

市平均 

北京市 北京天津 

河北省地域 

長江デルタ

地域 

珠江デルタ

地域 

PM2.5濃度 

（2013 年比） 

目標 

 58μg/m3 

（34.8%↓） 

60μg/㎥程度 

64μg/m3 

（39.6%↓） 

25%程度低減 

44μg/m3 

（34.4%↓） 

20%程度低減 

34μg/m3 

（27.7%↓） 

15%程度低減 

PM10濃度 

（2013 年比）

目標 

75μg/m3 

（22.7%↓） 

10%以上低減 
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【参考１】 

 

環境保護部が 2017 年 12 月と 1〜12 月の重点区域 

及び 74 都市の大気質状況を公表 

2018 年 1 月 18 日 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 環境保護部の担当者が本日メディアに対し、2017 年 12 月と 1～12 月の全国及び北京・

天津・河北、長江デルタ、珠江デルタ区域並びに直轄市、省都、計画単列市の大気質状況を

公表した。 

 

 12 月、全国 338 か所の地区級以上の都市の大気質の平均優良日数比率は 66.0％で、前年

同期比 8.5 ポイント上昇した。PM2.5濃度は 65 ㎍/㎥で、前年同期比 16.7％低下した。PM10

濃度は 103 ㎍/㎥で、前年同期比 12.7％低下した。1～12 月の平均優良日数比率は 78.0％

で、前年同期比 0.8 ポイント低下した。PM2.5 濃度は 43 ㎍/㎥で、前年同期比 6.5％低下し

た。PM10濃度は 75 ㎍/㎥で、前年同期比 5.1％低下した。 

 

12 月、74 都市の大気質ワースト 10 都市（74 位から 65 位）は順に徐州、邯鄲、西安、

蘭州、保定、石家荘、太原、邢台、済南、成都であった。1～12 月のワースト 10 都市は順

に、石家荘、邯鄲、邢台、保定、唐山、太原、西安、衡水、鄭州、済南であった。 

 

 12 月、74 都市の大気質ベスト 10 都市（1 位から 10 位）は順に、海口、張家口、福州、

厦門、大連と舟山（同列）、ラサ、深圳、北京、昆明であった。1～12 月のベスト 10 都市は

順に、海口、ラサ、舟山、厦門、福州、恵州、深圳、麗水、貴陽、珠海であった。 

 

北京・天津・河北区域 13 都市の 12 月の大気質平均優良日数比率は 64.6％で、前年同期

比 34.1 ポイント上昇した。PM2.5濃度は 73 ㎍/㎥で、前年同期比 51.3％低下した。PM10濃

度は 119㎍/㎥で、前年同期比 43.9％低下した。1～12月の大気質平均優良日数比率は 56.0％

で、前年同期比 0.8 ポイント低下した。PM2.5 濃度は 64 ㎍/㎥で、前年同期比 9.9％低下し

た。PM10濃度は 113 ㎍/㎥で、前年同期比 4.2％低下した。10 月〜12 月、「北京・天津・河

北及び周辺部 2017～2018 年秋冬季大気汚染総合対策攻略行動計画」（環大気〔2017〕110

号）が実施されて以来、PM2.5濃度削減幅のトップ６都市は石家荘、北京、廊坊、保定、鶴

壁、安陽市であり、昨年同期と比べて、PM2.5濃度削減幅はいずれも 40％以上である。 

 

北京市の 12月の大気質の優良日数比率は 83.9％で、前年同期比 42.0ポイント上昇した。
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PM2.5濃度は 44 ㎍/㎥で、前年同期比 66.9％低下した。PM10濃度は 68 ㎍/㎥で、前年同期

比 56.1％低下した。1～12 月の平均優良日数比率は 62.1％で、前年同期比 6.9 ポイント上

昇した。PM2.5濃度は 58 ㎍/㎥で、前年同期比 20.5％低下した。PM10 濃度は 84 ㎍/㎥で、

前年同期比 5.6％低下した。 

 

長江デルタ区域 25 都市の 12 月の大気質平均優良日数比率は 58.0％で、前年同期比 1.3

ポイント低下した。PM2.5濃度は 70 ㎍/㎥で、前年同期比 2.9％上昇した。PM10濃度は 108

㎍/㎥で、前年同期比 5.9％上昇した。1～12 月の大気質の平均優良日数比率は 74.8％で、前

年同期比 1.3 ポイント低下した。PM2.5濃度は 44 ㎍/㎥で、前年同期比 4.3％低下した。PM10

濃度は 71 ㎍/㎥で、前年同期比 5.3％低下した。 

 

 珠江デルタ区域 9 都市の 12 月の大気質の平均優良日数比率は 76.3％で、前年同期比 5.1

ポイント低下した。PM2.5 濃度は 55 ㎍/㎥で、前年同期比 1.9％上昇した。PM10 濃度は 81

㎍/㎥で、前年同期比 1.2％上昇した。1～12 月の平均優良日数比率は 84.5％で、前年同期比

5.0 ポイント低下した。PM2.5、PM10 濃度はそれぞれ 34 ㎍/㎥、53 ㎍/㎥で、どちらも国家

二級年平均濃度基準を達成した。 

（IGES 北京事務所仮訳） 
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【参考２】 

生態環境保護第 13 次 5 カ年計画の主要な目標 

 

目標 2015 年 2020 年 〔累計〕

1 

性質 

生態環境質 

1.大気質 

地区級以上都市 2 の大気質

優良天気日数比率（％） 
76.7 ＞80 - ○拘束性 

微小粒子状物質がまだ基準

に達していない地区級以上

都市の濃度低下（％） 

- - 〔18〕 ○拘束性 

地区級以上都市の重度以上

の汚染天気日数比率の低下

（％） 

- - 〔25〕 △予測性 

2.水環境質 

地表水水質 3 がⅢ類もしく

はそれより良い水域の比率

（％） 

66 ＞70 - ○拘束性 

地表水水質劣Ⅴ類水域比率

（％） 
9.7 ＜5 - ○拘束性 

重要河川湖沼水機能区水質

基準達成率（％） 
70.8 ＞80   △予測性 

地下水質劣悪比率（％） 15.74 15 前後 - 予測性 

沿岸海域水質優良（一、二

類）比率（％） 
70.5 70 前後 - 予測性 

3.土壤環境

質 

被汚染耕地安全利用率（％） 70.6 90 前後 - 拘束性 

汚染土地安全利用率（％） - 90 以上 - 拘束性 

4.生態系の

状況 

森林被覆率（％） 21.66 23.04 〔1.38〕 ○拘束性 

森林蓄積量（億㎥） 151 165 〔14〕 ○拘束性 

湿地保有量（億ムー） - ≥8 - △予測性 

草原総合植被率（％） 54 56   △予測性 

重点生態機能区の属する県

域の生態環境状况指数 
60.4 ＞60.4 - 予測性 

汚染物質の排出総量 

5.主要汚染

物質の排出

化学的酸素要求量 - - 〔10〕 
○拘束性 

アンモニア態窒素 - - 〔10〕 
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総 量 減 少

（％） 

二酸化硫黄 - - 〔15〕 

窒素酸化物 - - 〔15〕 

6.区域的汚

染物質の排

出総量減少

（％） 

重点地区重点業種揮発性有

機化合物 5 
- - 〔10〕 △予測性 

重点地区全窒素 6 - - 〔10〕 ▲予測性 

重点地区全リン 7 - - 〔10〕   予測性 

生態系保護修復 

7.国家重点保護野生動植物保護率（％） - ＞95 - 予測性 

8.全国自然ウオーターフロント保有率

（％） 
- ≥35 - △予測性 

9.新規砂漠化土地対策実施面積（万ｋ㎡） - - 〔10〕 予測性 

10.新規土壌流失対策実施面積（万ｋ㎡） - - 〔27〕 △予測性 

注：1.〔 〕内は五年累計数。 

2.大気質評価は全国 338 都市をカバーする（地区、州、盟政府所在地および一部の省轄県

級市を含み、三沙と儋州を含まない）。 

3.水環境質評価は全国地表水国設監視断面をカバーし、断面数量は「第 12 次五カ年計画」

期間の 972 か所から 1940 か所に増やす。 

4.2013 年のデータ。 

5.重点地区と重点業種で揮発性有機化合物総量規制を推進し、全国排出総量は 10％以上低

下する。 

6.沿海 56 都市および 29 か所の富栄養化湖と貯水池に対し全窒素総量規制を実施する。 

7.全リン基準超過のコントロールユニットと上流関係地区で全リン総量規制を実施する。 

（注）１．○印のある拘束性目標（10）は国民経済と社会発展第 13 次 5 カ年計画（「十三

五計画」）で掲げられたものと同じ。 

２．土壌環境質に係る 2 つの拘束性目標は、昨年 5 月に制定された土壌汚染防止行動計画

で定めた主要目標と同じ。 

３．△印を付けた予測性目標は十三五計画の本文中に書かれている数値目標と同じ。（十三

五計画では目標の種類を明確にしていなかった。） 

４．▲を付けた重点地区全窒素の削減目標値 10%はこの計画で初めて登場した。 

 


